
 

①(形質と遺伝子) 次の文を読み，各問に答えよ。 

(32点/(1)(2)各 5点，(3)(4)各 6点) 

 a生物の形質を決定する遺伝子は，細胞内の染色体に存

在する。b真核生物の染色体は，( ア )内に糸状になっ

て分散しているが，細胞が分裂するときには凝縮して棒状

になる。真核生物の染色体は，DNAと( イ )からでき

ており，遺伝子は DNAに存在する。ヒトには，約( ウ )

の遺伝子が存在すると考えられており，これらは( エ )

本の染色体を構成するDNA分子の特定の部分に点在する。 

(1) 文中の( ア )と( イ )に当てはまる語を，次の①～⑧

のうちからそれぞれ 1つ選べ。 

①液胞   ②細胞質基質   ③ミトコンドリア   ④核 

⑤デンプン   ⑥タンパク質   ⑦脂質   ⑧色素 

(2) 文中の( ウ )と( エ )に当てはまる数値を，次の①～

⑥のうちからそれぞれ 1つ選べ。 

①10   ②23  ③50  ④10000  ⑤25000  ⑥50000 

(3) 下線 aに関する記述として誤っているものを，次の

①～④のうちから 1つ選べ。 

①親子や兄弟の形質が似るのは，親の遺伝子を子が受け

継ぐからである。 

②1つの形質の発現に，複数の遺伝子が関与する場合が

ある。 

③生物の形質は，すべて遺伝子によって決まる。 

④花の花弁の色は，形質の 1つである。 

(4) 下線 bに関する記述として誤っているものを，次の

①～④のうちから 1つ選べ。   

①体細胞 1個当たりの数は，細胞の状態によっていろ

いろに変化する。 

②体細胞 1個当たりの数は，生物ごとに決まっている。 

③ヒトの体細胞 1個当たりの数は，親と子で同じであ

る。 

④ヒトの生殖細胞には，23本含まれる。 

(1) ア  イ  (2) ウ  エ  

(3)  (4)       

 

②(DNA の構造) DNA の構造について，次の各問に答え

よ。        (44点/(1)～(4)各 7点，(5)(6)各 8点) 

(1) DNAの構造を明らかにした研究者は，誰と誰か。 

(2) DNA のヌクレオチドを構成する糖は，何と呼ばれる

か。 

(3) DNAは，2本のヌクレオチド鎖が塩基の部分ではしご  

状に結合し，らせん状にねじれている。DNAのこのよう

な構造は，何と呼ばれるか。 

(4) DNAの塩基どうしの結合には，決まった関係がある。

この関係は，何と呼ばれるか。 

(5) 2 本鎖の DNA が切断されて短い 2 本鎖になるとき，

ヌクレオチド鎖の何と何の間の結合が切れるか，適切な

ものを，次の①～⑥のうちから 1つ選べ。 

①リン酸とリン酸    ②糖と糖   ③塩基と塩基 

④糖と塩基   ⑤リン酸と塩基   ⑥リン酸と糖 

(6) DNAの塩基の量(各塩基数の百分率)を[A]，[G]， [C]，

[T]で表した場合，2本鎖のDNAで成り立たない関係を，

次の①～④のうちから 1つ選べ。 

①[A]＋[G]＝[C]＋[T]  ②[A]－[C]＝[T]－[G] 

③[A]－[T]＝[G]－[C]  ④[A]＋[T]＝[C]＋[G] 

(1)  

(2)  

(3)  (4)  

(5)  (6)    

 

③(形質転換) DNAが遺伝子の本体であることは，グリフ

ィスやエイブリーによる肺炎双球菌を用いた研究で明らか

になった。肺炎双球菌には，ネズミやヒトで肺炎を引き起

こす病原性の S型菌と，非病原性の R型菌とがある。これ

らの菌を用いて，次の実験 1～3を行った。 (24点/各 8点) 

実験 1．加熱殺菌した S 型菌をネズミに注射しても，ネズ

ミは肺炎を起こさなかった。 

実験 2．加熱殺菌した S型菌と生きた R型菌を混ぜて注射

すると，肺炎を起こすネズミが現れた。このネズミからは，

生きた S型菌が検出された。 

実験 3．実験 2 で得られた S 型菌を数世代培養した後にネ

ズミに注射すると，ネズミは肺炎を起こした。 

(1) 実験 2でみられる現象は，何と呼ばれるか。 

(2) S 型菌の形質を決定する物質の性質として誤っている

ものを，次の①～④のうちから 1つ選べ。 

①遺伝に関係する。  ②熱に対して比較的安定である。 

③R型菌に移り，その性質を変化させる。 

④加熱によって R型菌の性質を決める物質に変化する。 

(3) 肺炎双球菌に関して正しいものを，次の①～④のうち

から 1つ選べ。 

①R型菌は，加熱殺菌した S型菌の抽出液を加えて培養

すると，強い毒性をもつようになる。 

②S型菌は，加熱殺菌すると毒性を失うが，生きた R型

菌と混ぜると毒性を回復する。 

③R 型菌の培養液に，S 型菌の抽出液をタンパク質分解

素酵で処理して加えると，生きた S型菌は出現しない。 

④R型菌の培養液に，S型菌の抽出液をDNA分解酵素で

処理して加えると，生きた S型菌が出現する。 

(1)  (2)  (3)  

３ 遺伝子と DNA/DNAの研究史 （教科書 p.46～51) 

             年  組   番(        )得点 



 

①(体細胞分裂の観察) 次の文を読み，各問に答えよ。 

(30点/各 5点) 

 細胞分裂においては，分裂前の細胞を( ア )といい，分

裂によって生じた細胞を( イ )という。体細胞分裂では，

DNAは( ア )で複製されて 2倍量になり，分裂期を経て，

2 個の( イ )に等しく分配される。分裂期には，DNA と

( ウ )からなる染色体に形態的な変化が起こり，染色体が

2 個の( イ )に等しく分配される過程を顕微鏡で観察する

ことができる。 

(1) 文中の(  )に適する語を入れよ。 

(2) タマネギの根端を用いて体細胞分裂観察用のプレパラ

ートを作成する手順として適切なものを，次の①～④の

うちから 1つ選べ。 

 a：押しつぶし b：解離 c：固定 d：染色 

① c→d→b→a   ② c→b→d→a 

③ a→d→b→c  ④ b→d→a→c 

(3) 染色体の染色に適した染色液を記せ。 

(4) 次の写真は，タマネギの体細胞分裂で観察されたもの

である。これらを分裂が進行する順に並び替えよ。 

 

 

 

 

 

 

(1) 

ア  イ  

ウ  (2)  

(3)  

(4)  →  →  →  

 

②(細胞周期) 次の文を読み，各問に答えよ。 

(35点/(1)各 5点，(2)(3)各 3点，(4)各 4点) 

 分裂を盛んに行っている細胞では，DNAの複製と分配がく

り返される。このくり返しの 1 サイクルは，( ア )と呼ば

れ，( イ )期と( ウ )期に大別される。( イ )期は，さ

らに 3 つの時期に区分され，( ウ )期は，染色体を均等に

分配する( エ )分裂と，細胞を 2個に区切る( オ )分裂と

に分けられる。 

(1) 文中の(    )に適切な語を記入せよ。  

(2) ( イ )期の 3 つの区分が正しい順序で並べられている

ものを，次の①～④のうちから 1つ選べ。 

  ① G1期・G2期・S期   ② S期・G1期・G2期 

  ③ G1期・S期・G2期   ④ G1期・G2期・M期 

(3) DNAの複製が行われる時期を記せ。 

(4) 細胞当たりの DNA の量は，どの時点で半減するか。次

の①～⑤のうちから 1つ選べ。 

①G2期の終わり  ②S期の終わり 

③M期のはじまり  ④M期の中頃  ⑤M期の終わり 

(1) 

ア  イ  ウ  

エ  オ    

(2)  (3)  (4)  

 

③(細胞周期とDNA) 図は，盛んに細胞分裂をくり返してい

る動物の培養細胞において，1個の細胞がもつおよその DNA

量を多数の細胞について測定し，細胞当たりの DNA 量と細

胞数の関係をグラフに示したものである。この図について，

次の各問に答えよ。       (15点/各 5点) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) DNAの複製が起こるのは，A～Cのどの時期か。 

(2) 核分裂が起こるのは，A～Cのどの時期か。 

(3) 棒状の染色体が現れるのは，A～Cのどの時期か。 

(1)  (2)  (3)  

 

④(DNA の複製) 図は，DNA 分子の一部を

示している。この DNA について，次の各問

に答えよ。         (20点/各 5点) 

(1) 図中のア～ウに当てはまる塩基を，次の

①～④のうちからそれぞれ 1つずつ選べ。 

①A  ②G  ③C  ④T 

(2) この DNA 分子の複製によって生じるものを，次の①～

④のうちから 1つ選べ。ただし，次の図では，分子の向き

はそろえられていない。 

 

 

 

 

 

 

(1) ア  イ  ウ  (2)  

４ DNAの複製と分配 （教科書 p.52～53) 

             年  組   番(        )得点 



 


